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一 
は
じ
め
に 
  
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
は
現
在
、
花
袋
の
代
表
作
で
あ
る
『
蒲
団
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
横
山
芳
子
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
作
家
と
し
て
の
美
知
代
は
、
蒲
団
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
美
知
代
に
比
べ
印
象
が
弱
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
に
広
島
大
学
大
学
院
教
授
の
有
元
伸
子
氏
は
「『
蒲
団
』
の
女
主
人
公
・
横
山
芳
子
の
モ
デ
ル
と
し
て
強
大
な
フ
ィ
ル
タ
ー
の
も
と
で
扱
わ
れ
、
小
説
家
・
翻
訳
家
と
し
て
の
彼
女
自
身
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。」 
と
述
べ
て
い
る ((
1)) 
。
『
蒲
団
』
を
始
め
、『
妻
』
の
て
る
子
や
『
緣
』
の
敏
子
な
ど
美
知
代
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
作
品
を
花
袋
は
多
く
執
筆
し
発
表
し
て
い
る
。
花
袋
の
作
品
は
美
知
代
に
対
し
、
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
女
性
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
世
間
に
与
え
続
け
た
だ
け
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
「
女
性
作
家
・
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
」
の
研
究
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
大
き
な
弊
害
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
「
女
性
作
家
」
と
し
て
の
美
知
代
は
、
翻
訳
や
少
女
小
説
な
ど
多
く
の
作
品
を
手
が
け
て
い
る
。
ス
ト
ウ
夫
人
の
「
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
ズ
・
ケ
ビ
ン
」
を
「
奴
隷
ト
ム
」
と
し
て
初
訳
（
一
九
二
三
年
、
成
文
堂
）、
ミ
ュ
ー
ラ
ッ
ク
夫
人
の
「
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
の
翻
訳
「
愛
と
真
実
」（
一
九
二
四
年
、
成
文
堂
）
な
ど
も
手
掛
け
た
。
こ
う
し
た
仕
事
を
行
う
一
方
で
、
美
知
代
の
名
前
は
違
っ
た
面
か
ら
人
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
事
と
な
る
。
師
で
あ
る
田
山
花
袋
の
作
品
で
あ
る
『
蒲
団
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
横
山
芳
子
や
「
妻
」
の
て
る
子
な
ど
、
花
袋
作
品
の
モ
デ
ル
と
し
て
人
々
に
記
憶
さ
れ
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
・
定
着
さ
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。 
美
知
代
は
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
、
現
在
で
も
知
ら
れ
る
機
会
の
少
な
い
女
性
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
一
月
に
菁
柿
堂
か
ら
『[
新
編]
日
本
女
性
文
学
全
集
３
』
が
出
版
・
発
売
さ
れ
た
事
に
よ
り
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
光
が
当
た
り
は
じ
め
、全
集
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
資
料
提
供
を
し
た
上
下
歴
史
文
化
資
料
館
も「
全
国
的
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
岡
田
に
光
が
当
た
っ
た
。
多
く
の
人
に
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い
」( 
2)
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
美
知
代
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
広
島
県
府
中
市
上
下
町
で
は
五
十
代
か
ら
八
十
代
の
有
志
の
主
婦
十
人
が
集
い
「
岡
田
美
知
代
研
究
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
大
学
の
研
究
者
を
招
き
、
未
発
表
原
稿
の
清
書
な
ど
も
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
有
元
氏
が
研
究
・
調
査
を
進
め
、
二
〇
一
一
年
末
に
中
間
報
告
と
い
う
形
で
現
状
分
か
り
え
る
著
作
リ
ス
ト
の
一
覧
が
公
表
さ
れ(
3)
さ
ら
に
は
未
発
表
原
稿
の
翻
刻( 
4)
に
成
功
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
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あ
る
が
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
研
究
の
基
礎
作
り
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
作
品
研
究
の
進
ん
で
は
い
な
い
作
家
で
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
研
究
が
待
ち
望
ま
れ
る
女
性
作
家
の
一
人
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 
本
論
文
で
は
岡
田
美
知
代
と
い
う
女
性
に
焦
点
を
当
て
る
と
共
に
、
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
英
文
の
お
手
紙
』( 
5)
（
少
女
画
報
、
大
正
二
年
）
を
取
り
上
げ
、
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。 
  
 
 
二 
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
に
つ
い
て 
 
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
は
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
父
・
岡
田
胖
十
郎
、
母
・
ミ
ナ
の
長
女
と
し
て
広
島
県
甲
奴
郡
上
下
町
（
現
在
の
府
中
市
上
下
町
）
の
豪
家
に
生
ま
れ
る
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
十
月
、
山
陰
旅
行
に
出
か
け
た
田
山
花
袋
は
途
中
、
上
下
町
の
岡
田
家( 
6)
を
訪
れ
そ
の
時
の
様
子
を
紀
行
文
『
備
後
の
山
中
』
に
書
い
て
い
る
。 
田
山
花
袋
記
念
館
に
現
存
す
る
美
知
代
が
花
袋
に
宛
て
た
書
簡(
７
))
か
ら
も
実
家
が
豪
家
で
あ
る
事
が
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
美
知
代
は
自
身
が
虚
弱
で
神
経
過
敏
、
極
端
な
偏
食
家
だ
っ
た
と
著
書
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
感
情
の
起
伏
が
す
ぐ
表
情
に
表
れ
る
た
め
、
兄
弟
妹
た
ち
か
ら
「
七
面
鳥
」
と
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
美
知
代
の
性
格
や
育
ち
は
、
花
袋
の
代
表
作
で
も
あ
る
『
蒲
団
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
も
あ
る
「
横
山
芳
子
」
に
も
反
映
・
表
現((
8)
さ
れ
、
当
時
の
美
知
代
の
状
態
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
美
知
代
は
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
神
戸
女
学
院
に
入
学
し
た
。
ま
た
、
神
戸
女
学
院
在
学
時
に
花
袋
と
数
度
に
わ
た
る
書
簡
の
や
り
取
り
を
行
っ
た
美
知
代
は
、
花
袋
に
宛
て
た
最
初
の
手
紙
の
中
で
、「
御
承
知
の
如
く
宗
教
学
校
の
僻
と
し
て
英
語
ハ
重
視
し
候
へ
ど
も
国
語
漢
文
は
あ
る
か
な
き
か
の
姿
ニ
て
童
女
に
ハ
何
と
な
く
嫌
に
感
し
ら
れ
（
後
略
）」
と
当
時
の
神
戸
女
学
院
の
授
業
に
対
す
る
不
満
な
ど
を
も
ら
し
て
い
る
。
美
知
代
は
十
九
歳
の
時
に
神
戸
女
学
院
を
中
退
、
胖
十
郎
に
伴
わ
れ
て
上
京
す
る
。
上
京
後
は
花
袋
の
家
に
仮
寓
し
な
が
ら
受
験
勉
強
を
し
、
そ
の
傍
ら
文
学
を
学
ん
だ
。
英
語
に
も
通
じ
て
い
た
美
知
代
は
、
特
派
記
者
と
し
て
渡
米((
9))
し
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
直
前
の
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
三
月
に
日
本
郵
船
の
最
終
帰
国
船
で
日
本
に
帰
国
し
た
。
晩
年
に
は
当
時
中
学
生
だ
っ
た
原
博
巳
に
英
語
を
教
え
る
一
方
で
自
身
も
英
語
を
忘
れ
ぬ
よ
う
、
英
語
の
勉
強
の
一
環
と
し
て
単
語
を
書
き
続
け
、
そ
の
直
筆
の
原
稿
用
紙
は
現
在
も
上
下
の
資
料
館
に
保
管
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。 
  
 
三 
『
英
文
の
お
手
紙
』
―
概
略
― 
 
 
最
初
に
『
英
文
の
お
手
紙
』
の
概
説
を
書
い
て
お
く
。『
英
文
の
お
手
紙
』
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
少
女
小
説
で
あ
る
。「
永
代
美
知
代
と
し
て
の
執
筆
期
」
に
書
か
れ
た
挿
絵
二
枚
、
全
六
頁
の
短
編
作
品
で
あ
る
。 
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
萬
壽
代
は
女
學
校
一
、
二
年
生
位
で
あ
り
、
物
語
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
萬
壽
こ
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
届
い
た
と
い
う
一
通
の
ハ
イ
カ
ラ
な
手
紙
を
、
小
間
使
い
の
す
ゑ
か
ら
受
け
取
る
所
か
ら
始
ま
る
。
受
け
取
っ
た
手
紙
は
去
年
、
横
濱
を
出
帆
し
外
国
を
周
っ
て
い
る
練
習
船
、「
大
成
丸
」
に
乗
っ
て
い
る
、
兄
の
三
ち
ゃ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
知
り
合
っ
た
少
女
、「
ル
イ
ズ
」
か
ら
萬
壽
代
へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ル
イ
ズ
は
南
北
戦
争
の
際
に
名
高
か
っ
た
名
誉
あ
る
将
軍
・「
リ
ー
将
軍
」
の
姪
で
あ
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る
と
手
紙
に
記
し
て
お
り
、
三
ち
ゃ
ん
は
ル
イ
ズ
に
持
っ
て
い
た
萬
壽
代
の
写
真
を
見
せ
た
り
、
話
し
を
色
々
と
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
手
紙
に
は
三
ち
ゃ
ん
の
話
し
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
ル
イ
ズ
は
萬
壽
代
に
心
惹
か
れ
、
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い
手
紙
を
出
し
て
し
ま
っ
た
と
手
紙
に
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
手
紙
に
対
し
萬
壽
代
は
、
今
回
だ
け
は
純
兄
樣
に
返
事
の
代
筆
を
お
願
い
し
、「
次
か
ら
の
手
紙
は
自
分
で
書
き
た
い
も
の
だ
」
と
言
っ
て
英
語
の
勉
強
を
し
始
め
る
。 
前
述
し
た
よ
う
に
、
美
知
代
の
作
品
中
に
は
実
名
や
名
前
を
変
え
た
り
な
ど
し
て
、
た
び
た
び
兄
弟
妹
き
ょ
う
だ
い((
１0))
が
登
場
す
る
事
が
あ
る
。
特
に
実
妹
で
あ
る
萬
壽
代
が
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
る
作
品
は
多
く
、
少
女
時
代
の
姿
で
描
か
れ
る
事
が
多
く
あ
り
、
性
格
も
末
っ
子
の
た
め
か
甘
え
ん
坊
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
『
英
文
の
お
手
紙
』
も
そ
の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。 
テ
ク
ス
ト
は
会
話
を
通
し
、
美
知
代
を
含
め
た
兄
弟
妹
全
員
の
個
性
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
作
中
に
お
い
て
、長
兄
の
実
麿
は「
純
兄
様
」、次
兄
の
三
米
は「
三
ち
ゃ
ん
」、
妹
の
萬
壽
代
は
実
名
で
書
か
れ
て
お
り
、
美
知
代
も
「
姉
様
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
特
に
三
米
と
萬
壽
代
の
仲
の
良
さ
は
兄
姉
弟
中
で
も
一
番
と
言
え
、
際
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
三
米
は
商
船
校
の
練
習
船
「
大
成
丸
」
で
海
外
へ
出
て
お
り
『
英
文
の
お
手
紙
』
で
は
名
前
で
の
み
登
場
、
そ
の
大
成
丸
も
「
昨
年
出
帆
し
た
」
と
だ
け
書
か
れ
て
お
り
、
深
く
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
作
中
の
時
期
を
判
断
す
る
材
料
と
し
て
、
三
米
の
外
国
航
海
の
時
期
に
着
目
し
て
み
た
。 
  
 
 
四 
『
英
文
の
お
手
紙
』
―
考
察
― 
 
『
英
文
の
お
手
紙
』
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
に
「
大
成
丸
」
の
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。 
大
成
丸
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
九
月
に
練
習
船
月
島
丸
の
代
船
と
し
て
、
総
屯トン
数
二
二
〇
〇
屯
の
「
バ
ー
ク
」
形
補
助
機
関
附
鋼
製
型
帆
船
を
川
崎
の
造
船
所
で
建
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
大
成
丸
で
あ
る
。
同
年
四
月
時
点
で
は
船
主
要
求
の
仕
様
書
が
出
来
、
川
崎
造
船
所
に
発
注
が
決
定
、
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
寺
野
精
一
と
同
助
教
授
加
茂
正
雄
が
詳
細
設
計
に
あ
た
っ
た
。
十
二
月
十
七
日
商
船
学
校
練
習
船
新
造
工
事
監
督
に
、
翌
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
三
月
二
十
二
日
、
海
事
官
福
地
文
一
郎
を
工
事
監
督
に
嘱
託
し
、
四
月
起
工
し
た
。
九
月
二
十
一
日
に
は
海
軍
中
佐
古
谷
忠
造
が
新
造
船
工
事
監
督(
１1))
に
嘱
託
さ
れ
、
工
事
も
順
調
に
進
み
、
同
年
十
二
月
二
日
に
大
成
丸
は
進
水
式
を
迎
え
た
。
大
成
丸
は
計
画
・
設
計
の
段
階
で
、
月
島
丸
遭
難(
１2
))
に
つ
い
て
の
反
省
や
過
去
の
帆
船
練
習
船
で
の
実
績
を
参
考
に
し
、
安
全
で
実
習
効
果
の
高
い
船
を
建
造
す
る
た
め
の
検
討
が
重
ね
ら
れ
設
計
さ
れ
た
、
当
時
で
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
機
能
を
持
っ
た
帆
船(
１3))
で
あ
っ
た
。 
建
造
の
途
中
、
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
大
成
丸
は
川
崎
造
船
所
で
の
竣
工
と
共
に
徴
集
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
、(
１4))
海
軍
の
御
用
船
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
航
海
実
習
も
行
っ
た
。
戦
争
後
は
徴
用
を
解
雇
さ
れ
、
大
成
丸
は
本
来
の
任
務
に
就
く
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
〇
月
二
十
五
日
、
古
谷
忠
造
船
長
以
下
職
員
十
名
、
普
通
海
員
五
十
七
名
、
実
習
生
八
十
六
名
（
航
海
科
四
十
三
期
生
・
二
十
四
名
、
四
十
七
期
生
・
二
十
名
、
四
十
八
期
生
・
十
八
名
、
四
十
九
期
生
・
二
十
四
名
）
を
乗
せ
、
第
一
次
遠
洋
航
海
を
行
っ
た
。
以
後
、
一
九
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四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
十
月
九
日
、
神
戸
港
内
で
触
雷
、
沈
没
す
る
ま
で
六
十
三
回
の
遠
洋
航
海
（
内
、
二
回
の
世
界
周
航
を
含
む
）(
１5))
を
行
い
、
南
北
太
平
洋
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
海
を
航
破
し
た
。 
『
英
文
の
お
手
紙
』
に
も
大
成
丸
が
出
て
き
て
お
り
、
美
知
代
は
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
三
ち
ゃ
ん
の
説
明
に
お
い
て
、「
去
年
横
濱
を
出
帆
し
た
商
船
校
練
習
船
、
大
成
丸
に
乘
り
込
ん
で
外
國
を
廻
つ
て
ゐ
る
の
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
成
丸
は
六
十
三
度
の
遠
洋
航
海
の
内
、
世
界
周
航
は
二
度
し
か
な
い
。
ま
た
『
英
文
の
お
手
紙
』
に
つ
い
て
、
原
氏
は
『
岡
田
美
知
代
の
素
顔
』(
１6))
の
中
で
、 
 
 
弟
三
米
と
妹
萬
壽
代
の
仲
の
よ
さ
は
、『
英
文
の
お
手
紙
』
に
も
よ
く
現 
れ
て
い
る
。
三
米
が
商
船
校
の
練
習
船
大
成
丸
で
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
と 
き
、
大
成
丸
に
遊
び
に
来
た
ア
メ
リ
カ
の
少
女
と
知
り
合
う
。
作
中
に
よ 
る
と
、
こ
の
少
女
は
、
南
北
戦
争
の
際
に
名
高
か
っ
た
名
誉
あ
る
リ
ー
将 
軍
の
姪
リ
ー
・
ル
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
事
実
に
基
づ
い
て
書
か 
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
（『
岡
田
美
知
代
の
素
顔
』 
二
〇
三
頁
） 
と
述
べ
て
い
る
。 
三
米
が
商
船
學
校
時
代
に
練
習
船
「
大
成
丸
」
で
北
太
平
洋
を
航
海
し
た
時
の
こ
と
は
、
商
船
學
校
発
行
の
資
料
『
商
船
學
校
練
習
船
大
成
丸
第
八
次
遠
洋
航
海
報
告
』 (
１7)) 
、
及
び
『
練
習
船
大
成
丸
第
八
次
遠
洋
航
海
世
界
周
航
寫
眞
帖
』(
１8))
の
両
資
料
中
に
第
六
十
期
生
と
し
て
美
知
代
の
兄
で
あ
る
「
岡
田
三
米
」
の
名
前
が
確
認
で
き
、
事
実
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
大
成
丸
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
五
月
か
ら
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
十
月
ま
で
の
間
で
、
六
十
三
回
の
遠
洋
航
海
を
行
っ
て
い
る (
１9)) 
。
そ
の
内
、『
英
文
の
お
手
紙
』
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
に
外
国
へ
の
遠
洋
航
海
は
八
回
あ
り
、
三
米
が
関
係
し
て
い
る
の
は
、
第
八
次
遠
洋
航
海
の
た
だ
一
度
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
テ
ク
ス
ト
で
の
「
大
成
丸
は
外
國
を
廻
つ
て
い
る
」
と
い
う
語
り
は
、
こ
の
第
八
次
遠
洋
航
海
の
事
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
次
に
、
大
成
丸
の
航
海
の
詳
細
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
航
海
報
告
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
一
、
本
船
ハ
明
治
四
十
五
年
七
月
六
日
航
海
科
學
生
百
二
十
五
名
ヲ
容
レ 
テ
第
八
次
遠
洋
航
海
ノ
途
ニ
就
キ
北
米
「
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
」
港
、
南
阿
「
ケ 
ー
プ
タ
ウ
ン
」
港
、
英
領
「
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
」
島
伯
刺
爾
留
「
リ
ヲ
デ
ジ
ヤ 
ネ
イ
ロ
」
港
、
濠
洲
「
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
」
港
及
ヒ
蘭
領
「
ビ
マ
」
港
、「
ア 
ム
ボ
イ
ナ
」
港
ヲ
經
テ
大
正
二
年
十
月
十
八
日
品
川
灣
に
歸
着
セ
リ 
（『
大
成
丸
第
八
次
遠
洋
航
海
報
告
』 
一
頁
） 
大
成
丸
は
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
七
月
六
日
の
午
後
二
時
半
に
品
川
を
出
港
し
、
横
浜
に
向
か
う
。
同
日
午
後
五
時
半
に
横
浜
港
第
一
区
十
六
浮
標
に
係
留
し
石
炭
や
清
水
の
積
み
込
み
の
作
業
を
十
日
ま
で
行
っ
て
い
る
。(
20)))
そ
の
後
、
大
成
丸
は
東
京
湾
外
へ
向
け
て
出
帆
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
様
子
を
美
知
代
は
、「
横
濱
を
出
帆
し
た
商
船
校
の
練
習
船
、
大
成
丸
に
乗
り
込
ん
で
外
國
を
廻
つ
て
ゐ
る
」
と
描
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
次
に
重
要
と
な
る
の
が
、「
亜
米
利
加
あ
め
り
か
の
サ
ン
チ
ヤ
ゴ
」
で
あ
る
。『
英
文
の
お
手
紙
』
が
「
少
女
画
法
」
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
一
日
ま
で
に
、
大
成
丸
の
航
路
上
で
寄
港
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
都
市
は
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」、「
ホ
ノ
ル
ル
」、「
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
」、「
サ
ン
- 5 - 
 
ペ
ド
ロ
」
の
四
都
市
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
内
、
三
米
が
大
成
丸
の
船
員
と
し
て
参
加
し
寄
港
し
た
港
は
、
第
八
次
遠
洋
航
海
時
に
寄
港
し
た
「
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
」
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
」
と
い
う
名
前
に
類
似
し
た
都
市
、
も
し
く
は
港
に
寄
港
し
た
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。 
ア
メ
リ
カ
の
港
で
寄
港
し
た
の
は
航
海
報
告
の
中
で
は
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
様
子
は
「
サ
ン
デ
イ
ヱ
ゴ
港
碇
泊
日
誌
」
と
題
し
記
録
さ
れ
て
い
る
、
八
月
三
十
一
日
か
ら
十
月
十
七
日
ま
で
の
約
四
十
七
日
間
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
は
チ
リ
の
都
市
で
あ
り
、
大
成
丸
が
大
正
二
年
以
前
に
チ
リ
の
都
市
に
寄
港
し
た
の
は
第
五
次
遠
洋
航
海
（
北
・
南
米
航
路
）(
21)))
の
時
に
お
い
て
、「
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
」、「
コ
キ
ン
ボ
」
の
二
都
市
に
寄
港
し
た
。
そ
の
時
の
船
員
に
三
米
の
名
前
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
航
海
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
第
五
次
遠
洋
航
海
の
あ
っ
た
間
は
永
代
静
雄
と
の
結
婚
生
活
が
破
綻
し
た
時
期
で
あ
り
、
娘
の
千
鶴
子
を
連
れ
水
野
仙
子(
22)))
と
共
同
生
活
を
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
美
知
代
自
身
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
頃
だ
け
に
、
岡
田
家
と
の
交
流
も
頻
繁
に
あ
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
く
、
テ
ク
ス
ト
の
よ
う
に
家
族
一
人
々
の
様
子
を
細
か
く
把
握
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。 
大
成
丸
の
六
十
三
度
の
航
海
の
様
子
は
、
航
海
報
告
を
含
め
記
録
や
物
語
に
事
細
か
に
記
さ
れ
、
残
さ
れ
て
い
る (
23))) 
。
原
博
巳
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
大
成
丸
に
遊
び
に
来
た
リ
ー
・
ル
イ
ズ
と
三
米
が
知
り
合
い
、
萬
壽
代
の
事
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
手
紙
は
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
米
窪
満
亮(
24)))
の
著
書
『
海
の
ロ
ー
マ
ン
ス
マ
マ
』(
25)))
に
は
、
当
時
の
大
成
丸
で
の
出
来
事
が
一
乗
組
員
の
視
点
で
細
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
寄
港
し
た
際
、
多
く
の
外
国
人
が
大
成
丸
を
訪
れ
て
い
る
様
子
や
、
大
成
丸
の
乗
組
員
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
滞
在
中
、
現
地
の
女
學
校
に
訪
れ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
詳
細
は
分
ら
な
い
が
、
妙
齢
の
女
性
や
女
学
生
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
機
会
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
そ
の
中
に
リ
ー
・
ル
イ
ズ
が
い
な
か
っ
た
と
否
定
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 
大
成
丸
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
出
港
す
る
の
は
同
年
十
月
十
七
日
の
事
で
あ
る
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
郵
便
物
が
ど
れ
く
ら
い
の
日
数
で
届
く
の
か
に
も
よ
る
が
、
美
知
代
が
『
英
文
の
お
手
紙
』
を
執
筆
、
少
女
画
報
に
発
表
す
る
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
ま
で
に
約
半
年
か
ら
九
ヶ
月
程
の
時
間
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
に
『
英
文
の
お
手
紙
』
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
萬
壽
代
と
リ
ー
・
ル
イ
ズ
と
の
間
で
手
紙
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
、
そ
の
様
子
が
美
知
代
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
の
軸
に
な
っ
た
の
な
ら
ば
、
大
成
丸
が
品
川
を
出
帆
す
る
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
七
月
六
日
か
ら
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
港
を
出
港
し
、
次
の
寄
港
地
で
あ
る
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
ゼ
ー
ム
ス
タ
ウ
ン
港
へ
向
か
う
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
十
月
十
七
日(
26)))
ま
で
が
、
作
品
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
「
期
間
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 
  
五 
お
わ
り
に 
 
花
袋
作
品
に
よ
り
長
年
付
与
さ
れ
続
け
て
き
た
「
蒲
団
の
モ
デ
ル
」、「
堕
落
女
学
生
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
れ
ま
で
美
知
代
を
規
定
し
続
け
て
き
た
コ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
れ
を
払
拭
し
一
作
家
と
し
て
規
定
し
直
し
て
い
く
の
は
困
難
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
美
知
代
と
い
う
人
物
に
徐
々
に
で
は
あ
る
が
焦
点
が
当
た
り
始
め
て
い
る
。
少
し
ず
つ
で
も
作
品
研
究
を
進
め
付
与
さ
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れ
続
け
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
ゆ
く
こ
と
は
、
岡
田
美
知
代
と
い
う
作
家
を
再
度
一
女
性
作
家
と
し
て
考
え
直
し
て
い
く
上
で
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
為
に
花
袋
作
品
の
側
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
美
知
代
の
側
面
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
は
、
当
時
の
職
業
女
性
作
家
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
っ
た
の
か
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
ま
た
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
「
少
女
世
界
」
に
発
表
さ
れ
た
『
そ
の
日
そ
の
夜
』(
27)))
も
萬
壽
代
を
主
人
公
と
し
「
大
成
丸
」
を
題
材
に
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
作
品
で
は
『
英
文
の
お
手
紙
』
で
は
登
場
し
な
い
「
伯
母
」
と
「
姪
の
鈴
子
」
が
登
場
す
る
。
美
知
代
の
詳
細
な
家
系
図
は
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
両
者
の
詳
細
な
情
報
が
わ
か
ら
な
い
。
作
品
論
や
年
表
な
ど
の
補
完
は
今
後
継
続
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
は
美
知
代
の
詳
細
な
家
系
図
の
作
成
も
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 
 
注 （
１
）
有
元
伸
子
『
広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
研
究
（
１
）
―
研 
究
の
現
状
と
課
題
―
』（
内
海
文
化
研
究
紀
要
三
九 
二
〇
一
一
） 
（
２
）
二
〇
一
一
年
三
月
四
日
、
朝
日
新
聞
備
後
版
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
。 
（
３
）
有
元
伸
子
『
広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
研
究
（
２
）
―
著 
作
の
概
要
―
』(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集 
七
一
巻 
二
〇
一
一) 
（
４
）
有
元
伸
子
『
資
料
翻
刻 
永
代
美
知
代
「
国
木
田
独
歩
の
お
の
ぶ
さ
ん
」』（
内 
海
文
化
研
究
紀
要 
四
〇
号 
二
〇
一
二
） 
（
５
）
雑
誌
掲
載
時
は
「
少
女
小
説 
英
文
の
お
手
紙
」。
文
庫
化
は
さ
れ
て
お
ら 
ず
、
現
在
は
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
上
下
歴
史
文
化
資
料 
館
に
あ
る
『
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
作
品
集
③
』
で
の
み
閲
覧
が
可
能
と
な 
っ
て
い
る
。 
（
６
）
当
時
の
岡
田
家
の
建
物
の
様
子
を
原
博
巳
氏
は
『
岡
田
美
知
代
の
素
顔
』
の 
中
で
「
旧
岡
田
邸
は
敷
地
二
一
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地
を
有
し
、 
建
物
は
、
本
宅
木
造
瓦
葺
二
階
建
て
、
別
棟
木
造
瓦
葺
き
二
階
建
（
附
属
物 
を
除
く
）
計
四
〇
七
・
五
八
㎡
、
約
一
三
四
・
七
四
坪
の
大
邸
宅
で
、
福
塩 
線
と
上
下
川
に
は
さ
ま
れ
た
旧
石
州
街
道
に
沿
っ
た
、
本
通
り
筋
に
あ
る
。」 
と
書
い
て
い
る
。 
（
７
）『
田
山
花
袋
記
念
館
研
究
叢
書
第
二
巻 
『
蒲
団
』
を
め
ぐ
る
書
簡
集
』（
館
林 
市
文
化
振
興
課
、
一
九
九
三
）
資
料
編 
三
〇
二
頁
に
全
文
が
記
載
さ
れ
て
い 
る
。 
（
８
）
初
め
は
、
暑
中
休
暇
に
帰
省
、
二
度
目
は
、
神
経
衰
弱
で
、
時
々
癪
の
よ
う 
な
痙
攣
を
起
す
の
で
、
暫
し
故
山
の
静
か
な
処
に
帰
っ
て
休
養
す
る
方
が
好 
い
と
医
師
の
勧
め
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。（
田
山
花
袋
『
蒲
団
』 
岩
波
文
庫 
十
七
頁
） 
（
９
）
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
夫
の
永
代
静
雄
と
別
れ
、
息
子
の
太
刀
男 
を
連
れ
て
渡
米
す
る
。『
主
婦
の
友
』
の
特
派
記
者
と
し
て
の
渡
米
と
説
明
さ 
れ
る
事
が
多
い
が
、
実
情
は
美
知
代
の
署
名
記
事
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
な 
ど
か
ら
、
実
情
は
不
明
。
他
に
も
永
代
の
深
酒
や
性
格
の
不
一
致
、
生
活
苦 
な
ど
離
婚
や
渡
米
に
関
す
る
動
機
は
諸
説
残
っ
て
い
る
。 
（
10
）
美
知
代
の
兄
弟
妹
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
長
兄
の
実
麿
（
一
八
七
八 
― 
一
九
四
三
）
英
語
学
者
。
一
九
〇
〇
（
明 
治
三
三
）
年
に
オ
ハ
イ
オ
州
オ
ベ
リ
オ
ン
大
学
に
留
学
し
、
文
学
士
の
学
位 
を
取
得
。
帰
国
後
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
に
神
戸
高
等
商
業
学
校 
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の
教
授
と
な
り
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
に
は
夏
目
漱
石
の
後
任
と
し 
て
第
一
高
等
学
校
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
な
る
。
そ
の
後
大
学
教
授
に
な
り 
英
文
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
年
に
は
上
下
の
実
家
と
花 
袋
、
美
知
代
、 
静
雄
と
の
間
に
入
り
調
停
役
も
行
っ
た
。 
 
 
 
 
次
兄
・
束
稲
（
一
八
八
一 
― 
一
八
九
五
？
）
束
稲
に
関
す
る
資
料
は
少
な 
く
、
原
氏
の
著
作
で
あ
る
『
岡
田
美
知
代
の
素
顔
』
が
も
っ
と
も
手
に
入
り 
や
す
く
、
詳
し
く
書
か
れ
た
資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
八
九
五
（
明
治
二 
十
八
）
年
六
月
に
分
家
の
岡
田
義
煕
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
病
気
の
た 
め
夭
逝
す
る
。 
実
弟
の
三
米
（
一
八
八
九 
― 
一
九
四
三
）
東
京
商
船
學
校
の
前
身
で
あ 
る
高
等
商
船
學
校
の
第
六
十
期
生
と
し
て
入
学
、
第
八
次
遠
洋
航
海
の
メ
ン 
バ
ー
と
し
て
大
成
丸
に
乗
船
。
そ
の
後
は
日
本
郵
船
外
国
航
路
の
副
船
長
を 
務
め
る
が
、
五
十
四
歳
で
死
亡
。 
 
 
 
 
実
妹
の
萬
壽
代
（
一
八
九
八 
― 
一
九
四
二
）
東
京
の
女
子
大
学
を
終
え 
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
十
二
月
に
庄
原
市
の
八
谷
正
義
に
嫁
ぎ
、
昭
和
一 
七
（
一
九
四
二
）
年
六
月
三
十
日
に
北
海
道
大
教
授
だ
っ
た
正
義
の
赴
任
地 
で
あ
る
札
幌
市
で
結
核
の
た
め
亡
く
な
っ
て
い
る
。
病
床
の
萬
壽
代
を
看
病 
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
間
も
な
か
っ
た
美
知
代
だ
っ
た
。 
（
11
）
古
谷
忠
造
が
新
造
船
工
事
監
督
に
嘱
託
さ
れ
る
ま
で
に
つ
い
て
、『
練
習
船
大
成
丸
史
』 
で
は
、「
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
古
谷
忠
造
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
古
谷
は
７ 
月
か
ら
海
軍
大
学
の
専
科
学
生
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
商
船
學
校
に
行
き
平
山
校
長 
に
会
っ
た
。
こ
れ
が
縁
と
な
っ
て
大
成
丸
の
船
長
を
や
っ
て
く
れ
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。 
そ
こ
で
海
軍
大
臣
の
命
が
あ
れ
ば
折
角
の
頼
み
だ
か
ら
不
束
な
が
ら
引
き
受
け
よ
う
、 
た
だ
し
運
航
の
会
社
委
託
は
止
め
て
純
然
た
る
帆
船
訓
練
を
行
う
こ
と
お
よ
び
安
全 
第
一
だ
か
ら
一
切
の
船
の
行
動
を
船
長
に
委
せ
る
こ
と
が
希
望
条
件
だ
と
答
え
た
。』 
し
た
が
っ
て
、
古
谷
忠
造
の
工
事
監
督
発
令
は
、
同
氏
を
船
長
に
と
い
う
平
山
校
長
の 
意
向
が
あ
っ
て
の
発
令
と
み
ら
れ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
（
12
）
月
島
丸
の
遭
難
事
故
に
つ
い
て
、『
大
成
丸
史
』
で
は
「
明
治
３
３
年
１
１
月
１
３
日 
石
炭
を
搭
載
し
て
室
蘭
出
帆
、
清
水
に
向
か
っ
た
が
着
港
予
定
日
を
過
ぎ
て
も
到
着
せ 
ず
消
息
不
明
と
な
っ
た
。
そ
の
後
問
合
せ
の
結
果
航
路
標
識
管
理
所
か
ら
１
５
日
午
後 
４
時
金
華
山
沖
を
通
過
し
た
と
の
確
報
を
得
た
が
以
後
の
消
息
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 
捜
索
が
開
始
さ
れ
、
駿
河
湾
東
岸
で
カ
ッ
タ
ー
１
隻
発
見
、
さ
ら
に
駿
東
部
静
浦
村
で 
松
本
航
介
船
長
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
乗
組
給
仕
１
人
の
遺
体
お
よ
び
数
点
の 
本
船
所
属
品
が
見
付
っ
た
。
当
時
の
天
候
の
状
況
お
よ
び
こ
れ
等
の
発
見
物
よ
り
、
同 
船
は
１
７
日
の
暴
風
に
遭
遇
駿
河
湾
石
花
海
附
近
で
沈
没
し
全
員
死
亡
し
た
も
の
と 
推
定
さ
れ
た
。
当
時
の
乗
組
員
は
１
２
２
名
で
、
其
の
内
訳
は
船
長
以
下
職
員
７
名
、 
実
習
生
７
９
名
、
普
通
船
員
３
６
名
で
あ
っ
た
。
月
島
丸
の
捜
索
は
官
民
の
協
力
を
得 
て
明
治
３
４
年
も
継
続
さ
れ
た
が
、
遂
に
得
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。」
と
な
っ
て
い 
る
。 
（
13
）
大
成
丸
の
設
計
や
特
色
に
つ
い
て
、『
大
成
丸
史
』
で
は
「
平
山
校
長
は
大
成 
丸
進
水
式
の
祝
辞
の
中
で
大
成
丸
の
特
色
や
設
計
製
造
に
つ
い
て
、「
我
練
習 
船
大
成
丸
は
、
排
水
量
４
３
０
０
を
有
し
其
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
は
船
体
の 
構
造
最
新
式
の
貨
物
船
に
則
り
汽
力
８
０
０
を
有
す
る
補
助
機
関
を
備
へ
港 
の
出
入
を
便
に
し
、
荒
天
に
際
し
て
非
難
を
容
易
な
ら
し
め
、
又
貨
物
を
積 
載
せ
ざ
る
場
合
に
航
海
を
安
産
な
ら
し
む
る
為
め
固
形
の
「
バ
ラ
ス
ト
」
若 
く
は
水
「
バ
ラ
ス
ト
」
の
何
れ
に
て
も
搭
載
し
得
る
の
装
置
を
有
し
、
其
の 
他
衛
生
に
関
し
特
に
意
を
用
い
た
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
る
。（
中
略
）
凡
そ 
航
海
練
習
船
と
し
て
は
大
成
丸
の
如
く
完
全
な
る
装
置
を
備
へ
て
海
員
を
養 
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成
す
る
も
の
は
先
進
国
に
も
其
例
少
な
く
、
只
近
年
米
国
に
於
て
製
造
せ
ら 
れ
し
「
ヤ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ン
」
号
あ
る
の
み
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
大
成
丸
が 
世
界
で
も
最
優
秀
の
航
海
練
習
帆
船
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。 
（
14
）『
大
成
丸
史
』
で
は
、「
何
時
徴
用
さ
れ
た
か
期
日
は
明
か
で
は
な
い
が
、
明 
治
３
７
年
２
月
１
０
日
に
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
３
月
２
５
日 
の
大
成
丸
竣
工
引
渡
し
時
点
で
は
徴
用
が
決
定
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ 
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 
（
15
）
大
成
丸
は
六
三
回
の
遠
洋
航
海
の
内
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
一
〇
月 
二
六
日
か
ら
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
八
月
二
八
日
の
間
に
行
わ
れ
た
「 
第
六
次
遠
洋
航
海
」
と
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
七
月
六
日
か
ら
一
九
一 
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
月
十
八
日
の
間
に
行
わ
れ
た
、「
第
八
次
遠
洋
航
海
」 
と
二
回
世
界
周
航
を
行
っ
て
い
る
。 
（
16
）「
梶
葉
」
刊
行
委
員
会
編
『
梶
葉Ⅳ
』
所
収
。（
渓
水
社
、
一
九
九
八
） 
（
17
）
商
船
學
校
『
商
船
學
校
練
習
船
大
成
丸
第
八
次
遠
洋
航
海
報
告
』（
国
立
国
会
図
書
館 
所
蔵
、
明
治
印
刷
合
資
會
社
、
一
九
一
三
） 
（
18
）
商
船
學
校
『
練
習
船
大
成
丸
第
八
次
遠
洋
航
海
世
界
周
航
寫
眞
帖
』（
国
立 
国
会
図
書
館
所
蔵
、
明
治
印
刷
合
資
會
社
、
一
九
一
三
）
写
真
１
参
照
。 
（
19
）
大
成
丸
史
編
集
委
員
会
『
練
習
帆
船
大
成
丸
史
』（
成
山
堂
書
店
、
一
九 
八
五
年
） 
（
20
）
注
17
前
掲
書
（
七
頁
か
ら
九
頁
） 
（
21
）
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
七
月
十
三
日
か
ら
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
四 
月
十
四
日
の
間
に
行
わ
れ
た
遠
洋
航
海
。 
（
22
）水
野
仙
子（
一
八
八
八 
― 
一
九
一
九
）福
島
県
須
賀
川
町
の
商
家
の
生
ま
れ
。 
本
名
川
浪
貞
子
、
筆
名
の
水
野
仙
子
は
水
仙
の
花
を
好
む
こ
と
か
ら
用
い
た
。 
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
二
月
、「
文
章
世
界
」
に
姉
の
異
常
妊
娠
の
分
娩 
の
様
子
を
描
写
し
た
作
品
『
徒
労
』
を
発
表
、
田
山
花
袋
の
激
賞
を
受
け
四
月 
上
京
し
花
袋
門
下
と
な
る
。
後
に
美
知
代
と
代
々
木
初
台
に
一
家
を
か
り
同
居 
す
る
。 
（
23
）
注
17
、
注
19
前
掲
書
の
他
に
、
第
八
次
遠
洋
航
海
に
航
海
科
五
九
期
生
（
写 
真
２
）
と
し
て
乗
船
し
た
米
窪
満
亮
の
『
海
の
ロ
ー
マ
ン
ス
マ
マ
』
等
に
詳
し
い
。 
（
24
）
米
窪
満
亮
（
一
八
八
一 
― 
一
九
五
一
）
小
説
家
、
政
治
家
。
練
習
船
大
成 
丸
に
航
海
科
五
十
九
期
生
と
し
て
乗
船
、
そ
の
時
の
様
子
を
朝
日
新
聞
に
発 
表
、
連
載
。
片
山
内
閣
の
国
務
大
臣
、
初
代
労
働
大
臣
を
歴
任
。 
（
25
）
米
窪
満
亮
が
作
家
「
米
窪
太
刀
雄
」
と
し
て
発
表
し
た
作
品
。
練
習
船
大
成 
丸
に
航
海
科
五
十
九
期
生
と
し
て
乗
船
し
た
際
、
滿
亮
は
約
二
年
に
及
ぶ
訓 
練
航
海
の
様
子
を
毎
日
航
海
日
誌
に
綴
っ
て
お
り
、
後
に
「
大
成
丸
世
界
周 
遊
記
」
と
し
て
朝
日
新
聞
に
発
表
、
連
載
す
る
。
同
作
品
は
夏
目
漱
石
の
激 
賞
を
受
け
、
単
行
本
と
し
て
発
売
さ
れ
る
際
「
海
の
ロ
マ
ン
ス
」
と
改
題
、 
漱
石
が
序
文
を
寄
せ
た
。 
（
26
）
明
治
四
十
五
年
七
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
が
崩
御
、
改
元
の
詔
書
を
公
布
、 
即
日
施
行
し
た
た
め
、
同
日
「
明
治
」
か
ら
「
大
正
」
に
変
わ
っ
た
。 
（
27
）
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
「
少
女
世
界
」
に
発
表
さ
れ
、『
英
文
の
お
手
紙
』
と
同
じ 
く
萬
壽
代
を
主
人
公
に
、
大
成
丸
の
帰
港
を
題
材
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
英
文
の
お 
手
紙
』
の
約
二
年
後
の
事
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
も
美
知
代
の
兄
弟 
妹
の
関
係
や
個
性
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
、
半
自
伝
的
小
説
で
あ
る
と
言
え
る
。
登
場 
人
物
に
大
き
な
変
更
は
見
ら
れ
な
い
が
、
主
人
公
で
あ
る
「
萬
壽
代
」
が
「
萬
壽
子
」 
に
、
長
兄
の
実
麿
が
「
純
ま
こ
と
兄
樣
」
か
ら
「
大
兄
様
」
に
変
更
さ
れ
、
小
間
使
い
の
「
す 
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ゑ
」
も
「
小
間
使
い
」
と
表
現
さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
た
に
、『
英
文
の 
お
手
紙
』
で
は
登
場
し
な
か
っ
た
「
伯
母
」
と
「
姪
の
鈴
子
」
が
登
場
す
る
と
こ
ろ
に 
も
注
目
し
た
い
。 
  
 
（
あ
い
ざ
わ 
よ
し
あ
き
・
修
士
課
程
二
年
） 
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